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。
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六
十
余
年
後
に
届
い
た
、「
未
帰
還
兵
」の
遺
言
―
―
。

　

か
つ
て
、地
獄
の
戦
場
が
ア
ジ
ア
に
あ
っ
た
。太
平
洋
戦
争
中
、約
19
万
の
日
本
の
将
兵
が
、そ
の
尊
い
命

を
失
っ
た
ビ
ル
マ
―
―
。

　
『
花
と
兵
隊
』は
、タ
イ
・
ビ
ル
マ
国
境
付
近
で
敗
戦
を
迎
え
た
後
、祖
国
に
還
ら
な
か
っ
た
6
名
の
日
本

兵
、す
な
わ
ち「
未
帰
還
兵
」を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
あ
る
。敗
戦
か
ら
60
余
年
を
隔
て
、戦
争

の
記
憶
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
い
ま
、90
歳
を
前
後
す
る
彼
ら
を
撮
影
当
時
20
代
だ
っ
た
松
林
要
樹
が
と
ら
え

た
。

　

か
つ
て
、名
匠
・
市
川
崑
監
督
の『
ビ
ル
マ
の
竪
琴
』（
1
9
5
6
年
）は
、地
獄
の
ビ
ル
マ
戦
線
を
情
感
豊

か
に
描
き
、ヴ
ェ
ネ
チ
ア
国
際
映
画
祭
で
受
賞
、85
年
に
リ
メ
イ
ク
さ
れ
る
な
ど
、多
く
の
共
感
を
も
っ
て
支

持
さ
れ
た
。ま
た
、70
年
代
初
頭
に
今
村
昌
平
監
督
が
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て
手
掛
け
た「
未
帰

還
兵
」シ
リ
ー
ズ
は
、目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
を
続
け
る
日
本
に
抱
く
未
帰
還
兵
た
ち
の
思
い
に
迫
っ
た
。し

か
し
、な
ぜ『
ビ
ル
マ
の
竪
琴
』の
主
人
公
・
水
島
上
等
兵
は
僧
侶
と
な
り
戦
地
に
留
ま
っ
た
の
か
？　

そ
し

て
、高
齢
を
迎
え
た
未
帰
還
兵
た
ち
は
、い
ま
何
を
思
う
の
か
？　

松
林
要
樹
は
、2
0
0
5
年
か
ら
3
年

に
渡
る
当
事
者
た
ち
へ
の
長
期
取
材
で
、そ
の
謎
に
挑
ん
だ
。も
う
ひ
と
つ
の
戦
後
史
と
も
い
う
べ
き
彼
ら

の
暮
ら
し
を
見
つ
め
、と
き
に
は
彼
ら
と
生
活
を
と
も
に
し
な
が
ら
、新
た
な
証
言
を
記
録
し
た
。そ
れ
は
、

あ
る
未
帰
還
兵
の
現
代
日
本
へ
の
遺
言
と
な
っ
た
。製
作
中
、2
名
が
鬼
籍
に
入
っ
た
か
ら
だ
。

土
地
に
根
を
張
り
、花
を
咲
か
せ
た
彼
ら
。

生
き
る
と
は
?  

家
族
と
は
? 

そ
し
て
、戦
争
と
は
何
か
?

　

敗
戦
後
、自
ら
の
意
思
で
所
属
部
隊
を
離
れ
、現
地
に
残
っ
た
日
本
兵
た
ち
。彼
ら
は
、軍
隊
で
培
っ
た
技

術
を
活
か
し
、土
地
に
根
付
い
た
。あ
る
も
の
は
医
療
技
術
を
、ま
た
あ
る
も
の
は
農
業
用
の
ポ
ン
プ
施
設

を
土
地
に
残
す
な
ど
、戦
後
の
復
興
に
貢
献
し
た
。そ
し
て
彼
ら
は
、新
し
い
家
族
を
築
い
た
。と
り
わ
け
妻

た
ち
の
存
在
が
異
郷
の
地
に
生
き
る
彼
ら
を
支
え
た
。家
々
に
は
、新
婚
当
時
の
彼
女
た
ち
の
可
憐
な
写
真

が
飾
ら
れ
て
い
る
。夫
婦
が
そ
ろ
っ
て
当
時
を
物
語
る
と
き
の
表
情
や
何
気
な
い
目
配
せ
が
、そ
の
営
み
の

確
か
さ
を
物
語
る
。い
ま
で
も
彼
ら
は
、子
や
孫
た
ち
と
、餅
を
つ
き
、蕎
麦
を
食
べ
、祖
国
を
懐
か
し
ん
で
い

る
。

　

し
か
し
、そ
ん
な
望
郷
の
想
い
を
引
き
裂
く
よ
う
に
、や
が
て
質
素
な
部
屋
の
一
角
で
、壮
絶
な
戦
争
の
記

憶
が
語
ら
れ
は
じ
め
る
―
―
な
ぜ
彼
ら
は
日
本
に
還
ら
な
か
っ
た
の
か
？

　

南
国
の
激
し
い
雨
の
間
隙
、晴
れ
や
か
な
日
差
し
の
中
で
、穏
や
か
に
老
後
を
迎
え
る
元
兵
士
た
ち
の
平

和
な
日
常
に
、漆
黒
の
時
代
の
闇
が
潜
ん
で
い
る
。

1
9
4
1
年
12
月
、日
本
軍
は
ビ
ル
マ
進
攻
作
戦
に
着
手
し
た
。目
的
は
、連
合
国
か
ら
中
国
国
民
党
政
府
へ
と
送
ら
れ

る
物
資
の
輸
送
路
の
遮
断
で
あ
っ
た
。緒
戦
こ
そ
日
本
軍
の
圧
勝
だ
っ
た
が
、42
年
6
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
を
境
に

制
海
・
空
権
を
失
い
、戦
況
は
急
転
す
る
。新
た
な
補
給
路
を
確
保
す
る
た
め
、「
泰
緬
鉄
道
」の
建
設
は
劣
悪
な
環
境
で
行

わ
れ
、お
び
た
だ
し
い
犠
牲
者
を
出
し
た
。補
給
も
ま
ま
な
ら
ぬ
ま
ま
、飢
餓
線
上
の
逃
避
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
た「
イ
ン

パ
ー
ル
作
戦
」な
ど
、ビ
ル
マ
戦
線
に
は
、約
33
万
の
日
本
の
将
兵
が
送
ら
れ
、そ
の
う
ち
約
19
万
人
が
亡
く
な
っ
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
戦
後
の
記
録

な
ぜ 
彼
ら
は 

日
本
に
還
ら
な
か
っ
た
の
か
?
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1
9
1
7
年（
大
正
6
）4
月
10
日
、ブ
ラ
ジ
ル
・

サ
ン
タ
エ
ル
ス
チ
ナ
生
ま
れ
。日
系
ブ
ラ
ジ
ル
2

世
。40
年（
昭
和
15
）ま
で
は
、日
系
1
世
の
父
の
営

む
コ
ー
ヒ
ー
農
場
で
働
く
。タ
イ
・
ビ
ル
マ
国
境
の

メ
ー
ソ
ッ
ト
在
住
。戦
後
、エ
ン
ジ
ン
の
技
術
を
生

か
し
、タ
イ
北
西
部
メ
ー
ソ
ッ
ト
に
精
米
所
を
持
っ

て
い
た
。晩
年
は
家
族
と
共
に
暮
ら
し
、2
0
0
7

年（
平
成
19
）5
月
9
日
、み
な
に
見
守
ら
れ
な
が
ら

亡
く
な
る
。

【
日
本
軍
で
の
経
歴
】

独
立
自
動
車
第
60
大
隊 

輜
重
部
隊 

上
等
兵
。父
が

事
業
に
失
敗
し
、1
9
4
0
年（
昭
和
15
）の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
見
物
を
口
実
に
、サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら

家
族
と
共
に
来
日
。ブ
ラ
ジ
ル
の
農
場
で
車
の
運
転

を
し
て
い
た
た
め
、自
動
車
部
隊
に
配
属
さ
れ
る
。

福
井
に
て
招
集
さ
れ
マ
レ
ー
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
作
戦

を
経
て
ビ
ル
マ
へ
。イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
は
地
獄
を

見
た
。ビ
ル
マ
東
部
の
タ
ト
ン（
現 

カ
レ
ン
州
）で

終
戦
を
迎
え
る
。

【
戦
後
の
歩
み
】

終
戦
後
、タ
ト
ン
の
捕
虜
収
容
所
に
て
日
本
軍
を
離

隊
。ジ
ャ
ン
グ
ル
で
の
生
活
を
経
て
、少
数
民
族
で

あ
る
カ
レ
ン
族
の
部
落
に
逃
げ
込
む
。生
ま
れ
故
郷

の
ブ
ラ
ジ
ル
に
戻
ら
ず
、日
本
に
親
類
も
い
な
か
っ

た
。自
動
車
の
修
理
な
ど
特
技
を
生
か
し
て
カ
レ
ン

族
の
援
助
を
す
る
。そ
の
際
、パ
オ
族
の
マ
・
ミ
ャ
イ

と
出
会
い
結
婚
。58
年（
昭
和
33
）ビ
ル
マ
国
内
に
て

カ
レ
ン
族
の
独
立
運
動
が
激
化
に
と
も
な
い
タ
イ

へ
と
避
難
。タ
イ
で
は
、エ
ン
ジ
ン
技
術
を
生
か
し
、

精
米
所
を
作
り
、メ
ー
ソ
ッ
ト
に
3
万
坪
の
土
地

を
持
っ
た
。そ
の
後
、自
宅
の
裏
庭
の
土
地
を
カ
レ

ン
族
と
パ
オ
族
に
月
々
2
0
0
バ
ー
ツ（
6
0
0

円
程
度
）で
提
供
し
、子
供
や
孫
に
囲
ま
れ
暮
ら

し
て
い
た
。 

72
年（
昭
和
47
）に
日
本
へ
一
時
帰

国
、85
年（
昭
和
60
）に
は
ブ
ラ
ジ
ル
へ
一
時
帰
国
。

2
0
0
7
年
5
月
に
メ
ー
ソ
ッ
ト
の
自
宅
に
て
死

去
。

1
9
2
0
年（
大
正
9
）7
月
28
日
新
潟
県
小
千

谷
市
生
ま
れ
。日
本
で
は
、農
業
を
営
む
家
族
を
手

伝
っ
て
い
た
。現
在
は
タ
イ
・
ビ
ル
マ
国
境
メ
ー

ソ
ッ
ト
在
住
。農
業
を
営
み
、宝
石
商
と
雑
貨
屋
を

営
む
。3
人
の
子
供
家
族
と
孫
と
共
に
暮
ら
し
て
い

る
。

【
日
本
軍
で
の
経
歴
】

烈
師
団
歩
兵
58
連
隊 

衛
生
兵 

伍
長
。衛
生
兵
と
し

て
1
9
4
0
年（
昭
和
15
）中
国
へ
。43
年（
昭
和

18
）シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
。44
年（
昭
和
19
）イ
ン
パ
ー
ル

作
戦
に
送
ら
れ
る
。イ
ン
ド
の
コ
ヒ
マ
の
手
前
サ
ン

ジ
ャ
ッ
ク
に
お
い
て
、英
国
軍
の
砲
弾
を
浴
び
負

傷
。九
死
に
一
生
を
得
る
。所
属
し
た
烈
師
団
の
佐

藤
師
団
長
は
、司
令
官
牟
田
口
の
指
令
に
逆
ら
い
、

イ
ン
ド
の
コ
ヒ
マ
か
ら
独
自
に
撤
退
を
開
始
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
。ビ
ル
マ
東
部
の
ラ
ッ
カ（
現 

カ
レ
ン
州
）で
終

戦
を
迎
え
る
。

【
戦
後
の
歩
み
】

終
戦
後
、1
9
4
5
年（
昭
和
20
）10
月
1
日
の
夜

に
日
本
軍
よ
り
離
隊
。捕
虜
収
容
所
ゼ
マ
ト
エ
に
て

日
本
軍
か
ら
出
た
後
、衛
生
兵
の
技
術
を
生
か
し
、

カ
レ
ン
族
部
落
で
暮
ら
す
。逃
亡
生
活
中
に
パ
オ
族

の
マ
・
オ
ン
ジ
と
結
婚
。当
時
サ
ル
ウ
ィ
ン
川
に
て

ボ
ー
ト
で
物
資
を
運
ん
で
い
た
坂
井
勇
と
知
り
合

う（
坂
井
の
妻
、マ
・
ミ
ャ
イ
と
マ
・
オ
ン
ジ
は
姉
妹

関
係
）。カ
レ
ン
族
の
独
立
運
動
の
激
化
に
よ
り
、坂

井
の
家
族
と
共
に
タ
イ
へ
避
難
。タ
イ
で
は
、医
療

活
動
と
共
に
宝
石
商
な
ど
を
営
む
。現
在
は
近
所
の

畑
の
様
子
を
見
に
行
く
こ
と
が
仕
事
。中
野
と
坂
井

は
、今
も
近
所
に
住
ん
で
お
り
、互
い
に
日
本
語
を

使
わ
ず
に
、ビ
ル
マ
語
で
会
話
を
し
て
い
る
。90
年

（
平
成
2
）に
、新
潟
・
小
千
谷
の
実
家
に
両
親
の
墓

参
り
の
た
め
一
時
帰
省
し
た
。最
近
は
、バ
ン
コ
ク

に
住
む
孫
が
送
る
日
本
語
新
聞
を
一
週
間
遅
れ
で

読
む
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

1
9
1
8
年（
大
正
7
）12
月
2
日
、長
崎
県
長
崎

市
生
ま
れ
。馬
車
曳
き
を
す
る
不
良
少
年
だ
っ
た
。

2
0
0
1
年
に
、妻
・
ボ
ー
チ
ャ
ル
を
亡
く
し
た
。

養
子
が
い
る
が
、刑
務
所
か
ら
出
所
し
た
ば
か
り
で

ウ
マ
が
合
わ
な
い
。チ
ェ
ン
マ
イ
の
南
、約
70km

ラ

ン
プ
ー
ン
県
パ
サ
ー
ン
郡
に
暮
ら
す
。09
年（
平
成

21
）1
月
25
日
、自
宅
近
く
の
病
院
で
亡
く
な
る
。

【
日
本
軍
で
の
経
歴
】

菊
師
団 

歩
兵
55
連
隊 

歩
兵 

伍
長
。1
9
3
9
年

（
昭
和
14
）長
崎
県
大
村
市
に
て
志
願
し
て
入
隊
。

早
く
軍
に
入
隊
し
早
く
兵
役
を
終
え
た
い
と
思
っ

て
い
た
が
、結
局
、広
東
攻
略
作
戦
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

作
戦
、ビ
ル
マ
戦
線
と
6
年
間
転
戦
。ビ
ル
マ
戦
線

（
フ
ー
コ
ン
作
戦
）で
左
足
を
負
傷
。怪
我
が
原
因
で

後
退
が
遅
れ
た
た
め
、所
属
部
隊
と
は
ぐ
れ
、タ
イ

北
西
部
の
メ
ー
ホ
ン
ソ
ン
近
郊
で
終
戦
を
迎
え
る
。

【
戦
後
の
歩
み
】

戦
後
、日
本
に
帰
り
た
い
と
、チ
ェ
ン
マ
イ
を
駆
け

ず
り
回
る
が
、終
戦
後
12
年
経
つ
と
、日
本
軍
が
再

び
ビ
ル
マ
に
戻
る
と
い
う
噂
を
聞
き
入
れ
る
。そ
れ

を
信
じ
、タ
イ
北
西
の
山
奥
の
村
に
隠
れ
た
。そ
の

後
、タ
イ
の
国
家
事
業
の
道
路
工
事
な
ど
を
手
伝

い
、現
場
視
察
に
来
た
大
臣
に
会
い
タ
イ
国
籍
を
取

得
し
た
。 

道
路
工
事
に
関
わ
っ
て
い
る
と
き
に
、親

方
の
勧
め
で
妻
・
ボ
ー
チ
ャ
ル
と
結
婚
し
た
。道
路

工
事
の
給
料
で
土
地
を
買
い
、果
樹
園
を
営
ん
だ
。

子
供
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、養
子（
ス
ウ
ェ
ン
）を

も
ら
う
。1
9
7
3
年（
昭
和
48
）、長
崎
に
一
時
帰

郷
。そ
の
後
、現
地
で
一
人
こ
つ
こ
つ
と
8
0
0
体

の
遺
骨
を
収
集
す
る
。82
年（
昭
和
57
）念
願
の
慰
霊

塔
を
自
費
で
作
る
。2
0
0
9
年（
平
成
21
）１
月
、

自
宅
近
く
の
病
院
で
死
去
。

1
9
2
0
年（
大
正
9
）5
月
17
日
、沖
縄
県
国
頭

郡
生
ま
れ
。戦
後
、バ
ン
コ
ク
郊
外
で
約
50
年
間
鉄

工
所
を
経
営
。2
0
0
1
年（
平
成
13
）よ
り
、妻
の

生
ま
れ
故
郷
の
チ
ェ
ン
マ
イ
県
チ
ャ
イ
プ
ラ
カ
ー

ン
で
隠
居
生
活
を
送
っ
て
い
る
。手
先
が
器
用
な
の

で
現
在
も
自
宅
で
様
々
な
工
作
を
し
て
い
る
。

【
日
本
軍
で
の
経
歴
】

淀
師
団 

野
砲
四
連
隊 

工
兵 

兵
長
。沖
縄
に
生
ま
れ

る
が
、8
歳
で
大
阪
に
移
住
。床
屋
を
営
ん
で
い
た

父
の
職
人
仲
間
の
華
僑
に
北
京
語
を
教
え
て
も
ら

う
。移
住
し
た
大
阪
で
は
、言
葉
が
違
い
、沖
縄
県
出

身
者
は
差
別
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、大
阪
に
は

馴
染
め
な
か
っ
た
と
い
う
。23
歳
で
招
集
さ
れ
、戦

時
中
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、兵
器
の
修
理
な
ど
を

行
っ
た
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
タ
イ
に
向
か
う
貨
物

列
車
に
乗
り
、マ
レ
ー
の
イ
ポ
ー
に
て
終
戦
を
知

る
。

【
戦
後
の
歩
み
】

戦
後
、バ
ン
コ
ク
の
ド
ム
ア
ン
に
て
日
本
軍
か
ら
離

隊
。北
京
語
が
で
き
た
た
め
中
国
人
名
・
張
広
泰
を

名
乗
り
、バ
ン
コ
ク
郊
外
で
車
の
エ
ン
ジ
ン
や
機
械

の
修
理
屋
を
始
め
る
。1
9
5
3
年（
昭
和
28
）、日

本
に
3
週
間
の
一
時
帰
国
。日
本
の
農
業
灌
漑
施
設

を
み
て
、タ
イ
に
ポ
ン
プ
農
業
用
水
路
か
ら
水
産
施

設
ま
で
を
カ
バ
ー
し
た
伊
波
鉄
工
所
を
立
ち
上
げ

た
。技
術
を
生
か
し
、80
歳
ま
で
仕
事
を
し
て
い
た
。

現
在
は
、妻
・
チ
ラ
フ
ァ
ー
の
実
家
の
近
所
で
隠
居

生
活
を
し
て
い
る
。

1
9
2
3
年（
大
正
12
）5
月
29
日
、京
都
府
京
都

市
生
ま
れ
。実
家
は
建
材
屋
を
営
み
、車
の
運
転
が

で
き
た
。現
在
、バ
ン
コ
ク
で
自
動
車
修
理
工
場
を

営
ん
で
い
る
。妻
と
長
男
と
と
も
に
暮
ら
す
。3
名

息
子
が
お
り
、皆
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
。

【
日
本
軍
で
の
経
歴
】 

独
立
歩
兵 

1
6
2
大
隊 

上
等
兵
。1
9
4
4
年

（
昭
和
19
）シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
。同
年
、祭
師
団
の
補

充
部
隊
と
し
て
、ビ
ル
マ
戦
線
に
送
ら
れ
る
。イ
ン

パ
ー
ル
作
戦
の
補
助
要
員
で
あ
っ
た
が
、車
の
運

転
が
で
き
た
た
め
、ビ
ル
マ
の
イ
ン
レ
ー
湖
近
郊
タ

ウ
ン
ジ
ー
で
物
資
の
輸
送
に
従
事
。イ
ン
パ
ー
ル
作

戦
が
失
敗
す
る
や
、そ
の
敗
走
路
で
地
獄
を
見
た
。

マ
ラ
リ
ア
に
か
か
り
、生
き
残
る
の
で
精
一
杯
だ
っ

た
。ビ
ル
マ
の
モ
ー
ル
メ
ン
に
て
終
戦
を
迎
え
る
。

【
戦
後
の
歩
み
】

戦
後
、連
合
軍
に
よ
り
バ
ン
コ
ク
郊
外
に
武
装
解
除

さ
れ
た
日
本
兵
が
集
め
ら
れ
る
。泰
緬
鉄
道
の
レ
ー

ル
の
鉄
材
を
タ
イ
政
府
が
購
入
し
、労
働
者
と
し
て

元
日
本
兵
が
使
わ
れ
る
と
い
う
噂
話
を
聞
き
、日

本
軍
か
ら
離
隊
。そ
の
後
、タ
イ
西
部
の
村
を
転
々

と
し
、自
動
車
な
ど
の
機
械
の
修
理
な
ど
を
し
た
。

1
9
5
3
年（
昭
和
23
）バ
ン
ポ
ン
近
く
残
っ
て
い

た
日
本
兵
の
誘
い
を
受
け
、日
本
の
繊
維
業
者
の
社

員
に
な
る
た
め
日
本
大
使
館
に
出
頭
し
た
。同
年
、

ト
ヨ
タ
が
タ
イ
に
進
出
し
て
く
る
と
、特
技
の
車
の

修
理
技
術
を
生
か
し
、現
地
採
用
第
１
号
と
な
る
。

同
社
の
勤
務
中
、出
張
で
日
本
を
三
度
ほ
ど
訪
れ

る
。生
ま
れ
故
郷
の
京
都
の
町
並
み
は
変
化
し
て
お

り
、「
望
郷
の
念
は
余
り
あ
り
ま
せ
ん
」と
語
っ
た
。

79
年（
昭
和
54
）の
退
職
の
際
に
は
社
長
か
ら
表
彰

さ
れ
る
。現
在
も
現
役
で
車
の
修
理
を
し
て
い
る
。

1
9
1
7
年（
大
正
6
）3
月
15
日
、愛
知
県
葉
栗

郡
生
ま
れ
。実
家
は
小
さ
な
織
物
工
場
を
営
ん
で
い

た
。現
在
、中
華
系
タ
イ
人
の
妻
と
共
に
バ
ン
コ
ク

市
内
に
在
住
。商
社
時
代
の
貯
金
で
暮
ら
す
。子
供

は
、長
男
と
長
女
が
二
人
い
た
が
、90
年（
平
成
2
）

泰
緬
鉄
道
で
有
名
な
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
の
水
難
事

故
で
長
女
を
亡
く
し
、今
は
長
男
家
族
が
週
に
一
度

訪
ね
て
く
る
。

【
日
本
軍
で
の
経
歴
】

近
衛
第
四
師
団 

歩
兵 

上
等
兵
。1
9
3
9
年（
昭

和
14
）、日
中
戦
争
の
時
、近
衛
第
四
師
団
の
歩
兵

と
し
て
補
充
召
集
さ
れ
る
。太
平
洋
戦
争
開
戦
後
、

師
団
か
ら
転
属
と
な
り
、バ
ン
コ
ク
西
部
の
バ
ン
ポ

ン
の
糧
秣
補
給
厰
に
移
る
。泰
緬
鉄
道
始
発
駅
の
バ

ン
ポ
ン
に
て
貨
物
物
資
の
輸
送
を
取
り
扱
う
。そ
の

時
、使
役
の
豪
州
兵
捕
虜
と
接
す
る
。バ
ン
ポ
ン
で

終
戦
を
迎
え
る
。

【
戦
後
の
歩
み
】

戦
後
、数
ヶ
月
経
ち
、戦
時
中
に
捕
虜
と
接
し
て
い

た
た
め
虐
待
に
よ
る
戦
犯
に
な
る
こ
と
を
避
け
る

た
め
に
日
本
軍
か
ら
離
隊
。も
し
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
た
ら
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ
ン
ギ
ー
刑
務
所

に
送
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。そ
の
後
、バ
ン
コ
ク
の

チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
対
岸
の
ト
ン
ブ
リ
ー
に
て
台
湾

人
の
経
営
す
る
砂
糖
工
場
に
て
働
く
。そ
こ
に
い
る

間
、日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
隠
さ
な
か
っ
た
。戦
後

8
年
ほ
ど
経
ち
、日
本
の
綿
布
業
社
の
駐
在
員
と
し

て
働
く
。そ
の
後
、同
郷
人
の
繋
が
り
か
ら
、日
本
の

商
社
の
現
地
駐
在
員
と
し
て
働
く
。長
年
タ
イ
に
い

た
た
め
華
僑
と
の
つ
な
が
り
が
深
く
、大
手
商
社
よ

り
営
業
の
成
績
が
よ
か
っ
た
。現
在
は
近
所
を
散
歩

す
る
の
が
日
課
と
な
っ
て
い
る
。

坂井 勇
カレン名：パトゥ
〈享年90歳〉

（右：妻／マ・ミャイ）

中野弥一郎
カレン名：アチョ 

〈88歳〉
（写真右：妻／マ・オンジ）

伊波廣泰 
〈88歳〉

（写真右：妻／チラファー）

花岡 稔
タイ人名：ブンチュー・チュンヨーティン

〈85歳〉
（写真右：妻／ソンバット）

古山十郎
〈92歳〉

（写真右：妻／キヨコ）

藤田松吉
タイ人名：ターカム・シェクジェム

〈享年90歳〉
（写真内の写真：妻／ボーチャル）

登
場
人
物
紹
介
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1
9
4
1
年
12
月
8
日
、真
珠
湾
攻
撃
に
先
立
つ
こ
と
約
一
時
間
前
、山
下
奉
文
中
将
率

い
る
帝
国
陸
軍
第
25
軍
に
よ
る
マ
レ
ー
作
戦
が
展
開
さ
れ
、第
15
軍
は
タ
イ
へ
進
駐
し
、ビ
ル

マ
進
攻
作
戦
に
着
手
し
た
。

　

米
英
を
中
心
と
し
た
連
合
国
は
、日
中
戦
争
時
か
ら
、蒋
介
石
率
い
る
重
慶
・
国
民
党
政
府

へ
物
資
を
送
り
続
け
て
い
た
。ビ
ル
マ
進
攻
作
戦
の
目
的
は
、そ
の
輸
送
路
、通
称「
援
蒋
ル
ー

ト
」の
遮
断
で
あ
っ
た
。

　

1
9
4
2
年
2
月
、第
25
軍
は
、英
国
の
東
洋
に
お
け
る
植
民
地
支
配
の
砦
で
あ
っ
た
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領
。日
本
軍
は
、東
南
ア
ジ
ア
へ
の
足
場
を
確
保
し
た
。

　

日
本
軍
の
特
務
機
関
の
支
持
を
得
た
ア
ウ
ン
・
サ
ン
率
い
る
ビ
ル
マ
人
同
志
が
、ビ
ル
マ
独

立
義
勇
軍
を
創
立
。ビ
ル
マ
独
立
義
勇
軍
と
の
共
闘
に
よ
り
、同
年
3
月
、英
領
ビ
ル
マ
・
ラ
ン

グ
ー
ン
を
陥
落
さ
せ
た
。こ
れ
に
よ
り
、ラ
ン
グ
ー
ン
港
と
中
国
・
雲
南
省
昆
明
を
陸
路
で
結

ん
で
い
た「
援
蒋
ル
ー
ト
」の
一
つ
を
遮
断
。同
年
5
月
に
は
、英
領
ビ
ル
マ
の
ア
キ
ャ
ブ
を
制

圧
。同
月
、米
領
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
を
攻
略
し
た
。緒
戦
は
日
本
軍
の
圧
勝
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、流
れ
は
急
転
す
る
。同
年
6
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
、日
本
軍
は
主
力
空
母

4
隻
と
そ
の
全
艦
載
機
を
失
っ
た
。そ
の
結
果
、そ
れ
ま
で
日
本
が
優
勢
で
あ
っ
た
空
母
戦
力

は
米
国
側
が
圧
倒
し
て
い
っ
た
。以
降「
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退
」「
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
」な
ど
敗

戦
が
続
き
、太
平
洋
に
お
け
る
日
本
軍
の
優
位
性
は
完
全
に
失
わ
れ
た
。

　

制
海
権
、制
空
権
を
失
い
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
前
線
へ
と
物
資
を
海
上
輸
送
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
日
本
軍
は
、同
年
7
月
、タ
イ
と
ビ
ル
マ
を
結
ぶ
新
し
い
輸
送
路
を
計
画
さ
れ

た「
泰
緬
鉄
道
」の
建
設
に
着
手
す
る
。こ
の
鉄
道
建
設
は
、デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ー
ン
監
督
の
映

画『
戦
場
に
か
け
る
橋
』（
57
年
）で
も
知
ら
れ
る
。従
事
し
た
現
地
徴
募
の
ロ
ー
ム
シ
ャ
（
労

務
者
）は
、約
七
万
人
と
も
、三
十
万
人
と
も
言
わ
れ
、さ
ら
に
日
本
軍
約
一
万
人
、連
合
国
軍

捕
虜
約
六
万
人
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、翌
1
9
4
3
年
10
月
に
完
成
し
た
。劣
悪
な
労

働
環
境
の
な
か
、食
糧
不
足
に
よ
る
栄
養
失
調
や
コ
レ
ラ
、マ
ラ
リ
ア
な
ど
に
よ
り
多
く
の
犠

牲
者
を
出
し「D

eath R
ailw

ay

（
死
の
鉄
道
）」と
呼
ば
れ
た
。

　

一
方
、「
援
蒋
ル
ー
ト
」の
一
つ
を
失
っ
た
連
合
国
軍
は
、イ
ン
ド
北
東
部
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
山

脈
を
越
え
る
空
路
輸
送
と
新
た
な
輸
送
道
路
建
設
に
切
り
替
え
、重
慶
・
国
民
党
政
府
に
物

資
を
輸
送
し
て
い
た
。1
9
4
3
年
8
月
、ビ
ル
マ
の
第
15
軍
司
令
官
・
牟
田
口
廉
也
中
将
に

よ
り
、そ
の
ル
ー
ト
の
主
要
都
市
で
あ
る
イ
ン
ド
北
東
部
の
イ
ン
パ
ー
ル
へ
の
進
攻
を
意
図

し
た「
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
」準
備
命
令
が
下
達
さ
れ
た
。は
じ
め
は
補
給
の
目
算
の
立
た
な
い

作
戦
に
反
対
し
た
大
本
営
も
、政
治
的
な
理
由
な
ど
か
ら
、こ
れ
を
許
可
。1
9
4
4
年
3
月

「
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
」が
発
動
さ
れ
た
。

　

作
戦
に
参
加
し
た
第
15
軍
3
ヶ
師
団
は
、順
調
に
イ
ン
パ
ー
ル
付
近
ま
で
進
出
し
た
も
の

の
、圧
倒
的
航
空
兵
力
を
持
つ
英
軍
の
前
に
作
戦
は
頓
挫
し
、た
ち
ま
ち
食
糧
、弾
薬
の
不
足

に
お
ち
い
っ
た
。戦
線
は
崩
壊
し
、同
年
7
月
、つ
い
に
作
戦
中
止
が
命
ぜ
ら
れ
た
。退
却
も
ま

た
、悲
劇
で
あ
っ
た
。雨
期
の
豪
雨
の
な
か
、ビ
ル
マ
の
山
中
は
険
し
く
、完
全
に
補
給
を
断
た

れ
食
糧
も
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
。お
び
た
だ
し
い
餓
死
者
を
出
し
、そ
の
退
路
は
力
尽
き
た

日
本
兵
の
死
体
が
延
々
と
続
き「
白
骨
街
道
」と
呼
ば
れ
た
。「
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
」を
含
む
、ビ

ル
マ
戦
線
で
は
、約
三
十
三
万
の
日
本
の
将
兵
が
送
ら
れ
、そ
の
う
ち
約
十
九
万
人
が
亡
く

な
っ
た
。

歴
史
解
説

ビ
ルマ
戦
線

7

松
林
要
樹
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「
花
と
兵
隊
」と
い
う
す
ぐ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
が
出
来
た
。タ
イ
に
行
っ
て
、太
平
洋
戦

争
当
時
ビ
ル
マ
な
ど
で
戦
い
な
が
ら
、敗
戦
後
に
日

本
に
帰
ら
ず
現
地
に
と
ど
ま
っ
て
、い
ま
八
十
歳
台

に
な
っ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
未
帰
還
兵
た
ち
に
取
材

し
た
も
の
で
あ
る
。撮
影
と
監
督
を
ひ
と
り
で
や
っ

た
松
林
要
樹
は
日
本
映
画
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る

が
、こ
の
作
品
は
日
本
映
画
学
校
の
創
設
者
で
あ
る

今
村
昌
平
の
か
つ
て
の
作
品
と
深
く
か
か
わ
り
を

持
っ
て
い
る
。

今
村
昌
平
は
一
九
七
〇
年
代
頃
、し
ば
ら
く
劇
映

画
を
離
れ
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
没
頭
し
て
い

た
。劇
場
公
開
用
に
作
っ
た
も
の
も
あ
る
が
主
と
し

て
テ
レ
ビ
用
で
あ
り
、そ
れ
ら
は
テ
レ
ビ
作
品
が
た

い
て
い
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、公
開
時
に
は
評
価
さ

れ
て
も
以
後
は
殆
ど
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
重
要
な
作
品
に
一
九
七
一
年
に
東
京

12
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
さ
れ
た「
未
帰
還
兵
を
追
っ

て
」が
あ
る
。第
一
部「
マ
レ
ー
篇
」と
、第
二
部「
タ

イ
篇
」と
が
あ
る
の
だ
が
、こ
の「
タ
イ
篇
」の
ほ
う

に
三
人
の
未
帰
還
兵
が
そ
の
な
か
の
ひ
と
り
の
家

に
集
ま
っ
て
今
村
昌
平
自
身
の
司
会
で
座
談
会
を

や
る
長
い
場
面
が
あ
る
。そ
の
家
の
主
人
で
村
の
医

者
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
大
阪
出
身
の
利
田
さ
ん
と

い
う
人
は
大
い
に
喋
る
。

学
校
は
小
学
校
高
等
科
だ
け
で
ブ
リ
キ
屋
の
徒

弟
だ
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
が
、自
分
は
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
だ
と
言
う
あ
た
り
、戦
前
の
左
翼
思
想
に
多
少

は
触
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。旧
日
本
軍
が
ど
ん
な
に

ひ
ど
い
こ
と
を
や
っ
た
か
を
体
験
的
に
語
り
、天
皇

批
判
も
言
い
、敗
戦
時
に
は
そ
ん
な
日
本
に
帰
っ
て

も
仕
方
が
な
い
と
考
え
て
タ
イ
に
残
っ
た
の
だ
と

言
っ
て
、論
理
は
整
然
と
一
貫
し
て
い
る
。

こ
の
利
田
さ
ん
の
熱
っ
ぽ
い
ま
で
の
雄
弁
を

黙
っ
て
苦
々
し
い
表
情
で
聞
い
て
い
た
の
が
長
崎

出
身
の
藤
田
松
吉
と
い
う
志
願
兵
出
身
の
元
伍
長

で
あ
る
。

今
村
昌
平
は
こ
の
無
口
な
人
物
に
と
く
に
関
心

を
持
っ
た
よ
う
で
、な
ん
と
か
話
し
か
け
て
重
い
口

を
開
か
せ
る
。

す
る
と
こ
の
藤
田
さ
ん
は「
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は

天
皇
陛
下
の
赤
子（
セ
キ
シ
）な
ん
だ
」と
言
い
、だ

か
ら
自
分
は
戦
争
で
は
上
官
の
命
令
で
大
虐
殺
も

や
っ
た
し
、タ
イ
の
田
舎
に
残
っ
た
の
も
、や
が
て

日
本
軍
が
ま
た
も
ど
っ
て
く
る
と
い
う
上
官
の
指

令
を
信
じ
て
待
っ
て
い
た
の
だ
と
言
う
。

利
田
さ
ん
が
か
つ
て
の
日
本
軍
の
残
虐
行
為
の

批
判
な
ど
を
す
る
と
、藤
田
さ
ん
は
、そ
ん
な
こ
と

は
戦
争
だ
か
ら
当
た
り
前
で
は
な
い
か
と
言
わ
ん

ば
か
り
の
表
情
で
こ
う
言
う
。

藤
田「
イ
ヤ
、モ
ウ
、ワ
シ
は
で
す
な
、あ
の
ー
あ
ん

た
達
も
う
、ど
う
い
う
な
気
持
ち
を
そ
の
さ
れ

る
か
わ
か
ら
ん
が
…
…
」

利
田「
あ
、あ
ん
た
も
や
っ
て
な
い
で
し
ょ
」

藤
田「
イ
ヤ
、私
も
現
在
、三
万
位
あ
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
中
入
っ
て
油
入
れ
て
で
す
ね
。油
な
が
し

て
燃
や
し
ま
し
た
よ
」

利
田「
生
き
た
人
間
を
？
」

藤
田「
生
き
た
人
間
、三
万
位
」

利
田「
も
う
当
時
、あ
ん
た
そ
り
ゃ
、あ
の
将
校
の
命

令
で
」

藤
田「
そ
う
で
す
。私
が
も
う
前
で
、菊
師
団
の
前

で
、わ
た
し
ゃ
も
う
ス
パ
イ
で
入
っ
た
ん
で
、

ご
自
分
の
や
つ
を
、そ
の
全
部
コ
ン
ク
リ
、中

入
ら
し
て
、ほ
っ
た
ら
大
丈
夫
と
あ
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
入
る
前
で
す
。ほ
え
で
あ
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
ア
ナ
を
ホ
ガ
し
て
で
す
ね
、上
か
ら

ガ
ソ
リ
ン
、下
ま
で
や
っ
た
ん
で
す
、で
爆
発

さ
し
た
ん
で
す
」

こ
こ
で
藤
田
さ
ん
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
言
葉

ど
お
り
に
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。単
に
誇
張
し

て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、妄
想
め
い
て
も
い
る

し
、話
の
脈
絡
も
と
ら
え
に
く
い
。あ
る
い
は
日
本

語
を
忘
れ
て
上
手
く
言
え
な
い
せ
い
か
も
し
れ
な

い
し
、そ
も
そ
も
彼
は
、ま
と
ま
っ
た
話
を
筋
道
だ

て
て
話
す
必
要
の
あ
る
境
遇
に
は
な
か
っ
た
の
だ

と
思
う
。

そ
ん
な
こ
の
人
に
と
っ
て
、戦
争
は
地
獄
だ
っ
た

が
、同
時
に
自
分
の
全
人
格
の
意
味
を
問
わ
れ
る
機

会
で
あ
り
、そ
れ
を
利
田
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
殆
ど

全
く
無
意
味
な
愚
か
し
い
も
の
だ
っ
た
と
は
思
い

た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。そ
の
意
味
を
突
然
問

わ
れ
て
彼
は
い
さ
さ
か
逆
上
し
て
い
る
。も
と
も
と

意
味
を
ま
と
め
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
苦
手
だ
っ
た

こ
の
人
が
、ま
と
め
よ
う
と
し
て
ま
と
ま
ら
な
い

言
葉
と
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
。そ
こ
に
感
銘
を
受
け

る
。か

つ
て
書
い
た「
今
村
昌
平
の
世
界
」と
い
う
本

で
、私
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

「
こ
の
藤
田
さ
ん
と
い
う
元
日
本
兵
は
、戦
争
中
に

ふ
き
こ
ま
れ
た
忠
君
愛
国
思
想
を
、ほ
と
ん
ど
そ
の

ま
ま
、純
粋
に
保
持
し
つ
づ
け
て
い
る
人
物
で
あ

る
」今

村
昌
平
は
こ
の
人
物
に
関
心
を
持
っ
て
、

一
九
七
三
年
に
彼
を
日
本
に
招
き
、兄
の
い
る
長
崎

の
郷
里
と
東
京
に
案
内
し
て
、肉
親
や
知
人
に
会
わ

せ
て
そ
の
言
動
を
記
録
し
た「
無
法
松
故
郷
に
帰

る
」と
い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
ま
と
め
て
い

る
。藤

田
さ
ん
は
意
気
け
ん
こ
う
と
し
て
い
て
、長
崎

に
い
る
長
兄
が
川
崎
で
苦
労
し
て
い
る
妹
を
あ
ま

り
助
け
て
や
っ
て
い
な
い
と
聞
い
て
兄
貴
の
と
こ

ろ
へ
行
っ
て
体
を
は
っ
て
喧
嘩
し
よ
う
と
さ
え
も

す
る
。も
と
自
分
が
当
番
兵
を
し
て
い
た
中
隊
長
に

電
話
で
連
絡
が
と
れ
る
と
、涙
声
に
な
っ
て
こ
う
言

う
。

「
…
…
藤
田
は
、あ
っ
ち
の
戸
籍
を
貰
っ
と
り
ま
す

で
す
よ
。そ
い
で
、タ
イ
サ
ン
サ
ク
セ
ン
、第
三
回
目

の
作
戦
に
か
か
る
か
も
分
ら
ん
で
す
。そ
い
で
も
う

一
度
、あ
の
ね
、英
国
人
や
、支
那
人
の
首
を
取
っ
て

み
た
い
ん
で
す
」

さ
い
ご
に
今
村
昌
平
が
彼
を
皇
居
前
に
案
内
す

る
と
、彼
は
う
か
な
い
顔
を
し
て
、本
当
は
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
来
た
く
は
な
か
っ
た
ん
だ
が
、お
宅
た
ち

の
た
め
に
来
た
の
だ
と
言
い
、こ
う
語
る
。

「
た
と
え
、自
分
の
親
と
し
て
み
な
さ
い
よ
。我
々

は
、親
も
う
捨
て
て
、天
皇
を
親
と
思
っ
て
い
た
わ

け
、そ
う
で
し
ょ
う
。そ
れ
を
今
さ
ら
な
っ
て
、そ

の
、自
分
の
子
供
を
捨
て
と
る
ち
ゅ
う
の
は
、何
の

た
め
で
す
か
、外
国
に
お
る
奴
は
、さ
あ
、や
っ
ぱ
り

出
し
て
早
く
出
し
て
や
っ
て
、日
本
に
こ
う
ゆ
う
に

発
達
し
と
る
、早
く
見
せ
た
が
、そ
れ
が
人
間
じ
ゃ

な
い
の
天
皇
陛
下
じ
ゃ
な
い
の
」

タ
イ
の
奥
地
に
と
ど
ま
っ
て
再
び
日
本
軍
が

や
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
た
と
い
う
彼
も
、東
京

の
繁
栄
を
見
て
さ
す
が
に
心
が
動
い
て
、自
分
た
ち

の
よ
う
な
敗
戦
後
に
外
国
に
と
ど
ま
っ
た
兵
士
は

天
皇
か
ら
見
棄
て
ら
れ
た
民
な
の
だ
と
自
覚
し
て

が
く
然
と
し
た
様
子
で
あ
る
。し
か
し
そ
こ
で
今
村

昌
平
が
、で
は
な
ぜ
、先
日
長
崎
の
兄
が「
天
皇
陛
下

の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
し
ま
え
」と
言
わ
れ
た
と
き
に

猛
烈
に
怒
っ
た
の
か
、と
問
う
と
、こ
う
答
え
る
。

「
あ
れ
は
ワ
シ
が
言
う
の
が
当
た
り
前
よ
。日
本
の

国
に
お
っ
て
、自
分
の
親
を
ば
か
だ
っ
て
そ
ん
な
ば

か
げ
た
話
が
あ
る
の
」

藤
田
松
吉
は
こ
う
言
っ
て
妻
子
の
い
る
タ
イ
に

帰
っ
て
行
っ
た
。

言
っ
て
い
る
こ
と
は
時
代
錯
誤
も
い
い
と
こ
で

あ
る
が
、彼
は
彼
な
り
に
戦
争
の
時
代
を
け
ん
め
い

に
生
き
た
の
で
あ
る
。こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で

は
つ
い
お
か
し
く
て
笑
っ
て
し
ま
う
が
、本
当
は
誰

も
彼
を
笑
う
こ
と
な
ど
出
来
な
い
の
だ
と
い
う
こ

と
は
百
も
承
知
の
う
え
の
こ
と
で
あ
る
。戦
争
中
の

軍
国
主
義
の
純
粋
結
晶
が
全
く
場
違
い
の
今
、と
つ

ぜ
ん
目
の
前
に
現
れ
た
よ
う
な
驚
き
に
よ
る
苦
笑

で
あ
る
。苦
笑
し
な
が
ら
こ
の
人
物
を
他
人
と
は
思

え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。昔
の
ま
ま
で
い
れ
ば
こ
う

な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
も
う
ひ
と
り
の
自
分

だ
と
感
じ
て
忘
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。

あ
の
人
物
は
そ
の
後
、タ
イ
の
妻
子
の
も
と
に
も

ど
っ
て
ど
う
し
て
い
る
か
、私
は
た
い
へ
ん
気
に
し

て
い
た
。

日
本
映
画
学
校
は
今
村
昌
平
が
設
立
し
た
学
校

で
あ
る
か
ら
、「
未
帰
還
兵
を
追
っ
て
」や「
無
法
松

故
郷
へ
帰
る
」は
教
師
た
ち
の
記
憶
に
残
っ
て
お

り
、教
材
と
し
て
学
生
た
ち
が
見
る
こ
と
も
あ
る
。

だ
か
ら
卒
業
生
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
作
家

の
な
か
か
ら
今
村
昌
平
の
そ
れ
ら
の
作
品
に
出
て

い
た
人
た
ち
の
そ
の
後
を
追
跡
す
る
作
品
が
現
れ

る
の
は
自
然
な
流
れ
で
あ
り
、ま
さ
に
そ
の
よ
う
な

作
品
と
し
て「
花
と
兵
隊
」が
出
来
上
が
っ
た
の
で

あ
る
。そ
し
て
こ
れ
が
、今
村
作
品
と
は
お
も
む
き

の
違
う
、し
か
し
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
す
ぐ
れ
た
作

品
に
な
っ
た
。と
い
う
よ
り
、こ
れ
は
こ
れ
で
独
立

し
た
作
品
で
あ
る
が
、今
村
作
品
と
続
け
て
上
映
す

る
な
ら
ば
、あ
た
か
も
戦
争
に
兵
士
と
し
て
投
入
さ

れ
た
世
代
の
生
涯
を
追
う
大
河
ド
ラ
マ
と
し
て
見

る
よ
う
な
経
験
に
な
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
花
と
兵
隊
」で
取
材
さ
れ
て
い
る
未
帰
還
兵
は
六

名
で
あ
る
。そ
の
う
ち
今
村
昌
平
の
シ
リ
ー
ズ
作
品

と
重
複
し
て
い
る
の
は
藤
田
松
吉
元
伍
長
、中
野
弥

一
郎
元
伍
長
、坂
井
勇
上
等
兵
の
3
人
で
、あ
と
は

こ
の
作
品
で
は
じ
め
て
見
る
人
た
ち
で
あ
る
。九
十

歳
に
な
っ
た
藤
田
松
吉
は
七
年
前
に
妻
を
な
く
て

い
る
が
、あ
と
の
五
人
は
奥
さ
ん
が
健
在
で
、し
か

も
み
ん
な
、じ
つ
に
仲
む
つ
ま
じ
い
風
情
で
あ
る
。

勝
手
な
想
像
だ
が
、戦
場
だ
っ
た
外
国
に
侵
入
し

て
き
た
軍
隊
の
生
き
残
り
と
し
て
ひ
と
り
で
と
ど

ま
っ
て
生
き
て
き
た
未
帰
還
兵
と
し
て
は
、地
縁
も

血
縁
も
な
く
言
葉
も
よ
く
通
じ
な
い
状
態
で
生
き

の
び
る
に
は
、そ
の
土
地
の
人
間
で
あ
る
妻
は
大
い

に
頼
り
に
な
る
存
在
で
、大
事
に
し
な
い
わ
け
に
は

ゆ
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

藤
田
さ
ん
を
含
め
て
み
ん
な
、新
婚
当
時
の
、あ

る
い
は
若
い
頃
の
妻
の
写
真
を
抱
え
て
映
画
に
撮

ら
れ
る
が
、い
ず
れ
も
な
か
な
か
の
美
人
で
あ
る
。

そ
ん
な
美
人
と
結
ば
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

彼
ら
が
地
元
の
男
た
ち
に
は
な
い
技
術
と
知
識
を

持
っ
て
い
て
そ
れ
ぞ
れ
け
っ
こ
う
頼
も
し
か
っ
た

か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

「
花
と
兵
隊
」の
花
と
は
こ
の
妻
た
ち
の
こ
と
だ
と

い
う
。と
く
に
こ
の
映
画
の
取
材
中
に
亡
く
な
っ
て

お
葬
式
の
場
面
も
あ
る
坂
井
勇
元
上
等
兵
は
、生
前

よ
く
、日
本
の
桜
は
美
し
い
と
言
っ
て
い
た
。ひ
孫

に「
さ
く
ら
」と
長
男
が
名
づ
け
た
。戦
中
戦
後
、彼

ら
は
苦
労
し
悲
惨
な
経
験
も
し
た
け
れ
ど
も
、案
外

な
幸
福
も
得
ら
れ
た
。「
花
」は
そ
の
仕
合
わ
せ
な
面

を
象
徴
し
て
い
る
。

そ
の
坂
井
さ
ん
の
場
合
、イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
無

残
な
敗
走
に
参
加
し
て
地
獄
の
よ
う
な
経
験
を
し

た
の
だ
が
、ビ
ル
マ
の
少
数
民
族
の
カ
レ
ン
族
に
助

け
ら
れ
て
生
き
の
び
た
。そ
し
て
戦
後
も
自
動
車
の

運
転
や
修
理
が
で
き
る
こ
と
で
彼
ら
の
役
に
も
立

つ
。カ
レ
ン
族
の
独
立
運
動
と
ビ
ル
マ
政
府
軍
に
よ

る
そ
の
弾
圧
が
は
じ
ま
る
と
彼
は
カ
レ
ン
族
難
民

と
し
て
タ
イ
に
移
り
、技
術
を
生
か
し
て
成
功
し
て

土
地
を
買
っ
た
。そ
し
て
い
ま
、そ
の
土
地
は
カ
レ

ン
族
と
パ
オ
族
の
難
民
た
ち
に
無
償
で
提
供
し
て

住
ま
わ
せ
て
お
り
、自
分
は
子
や
孫
た
ち
に
囲
ま
れ

て
裕
福
に
暮
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
の
解
放
を
理
想
と
し
て
か
か
げ
て
実
質

は
侵
略
戦
争
だ
っ
た
い
わ
ゆ
る
大
東
亜
戦
争
を

戦
っ
た
元
日
本
兵
と
し
て
は
、あ
る
い
は
そ
の
理
想

に
い
ち
ば
ん
近
い
人
生
を
過
せ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

伊
波
廣
泰
元
工
兵
兵
長
も
未
帰
還
兵
た
ち
の
中

の
成
功
者
と
言
え
る
だ
ろ
う
。機
械
修
理
の
技
術
を

生
か
し
て
車
や
機
械
の
修
理
工
場
を
は
じ
め
、タ
イ

に
は
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
灌
漑
施
設
の
た
め
の
ポ

ン
プ
屋
を
は
じ
め
て
ど
ん
ど
ん
手
広
く
事
業
を
発

展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

「
生
涯
あ
る
の
は
、ポ
ン
プ
作
り
だ
け
で
す
。だ
け

れ
ど
も
、何
と
言
い
ま
す
か
、面
白
い
生
涯
で
し

た
。仕
事
が
よ
く
で
き
て
、思
う
よ
う
に
で
き
て
で

す
」

̶̶

と
言
う
。

こ
ん
な
ふ
う
に
、戦
争
で
は
地
獄
を
体
験
し
た

し
、戦
後
も
苦
労
し
た
が
、い
ま
で
は
そ
れ
な
り
に

日
々
の
生
活
に
満
足
で
き
て
、奥
さ
ん
た
ち
も
そ
れ

を
保
証
す
る
よ
う
な
温
か
い
笑
顔
を
見
せ
て
い
る

人
た
ち
の
中
で
、藤
田
松
吉
は
や
は
り
異
色
が
あ

る
。ス

タ
ッ
フ
が
藤
田
松
吉
を
田
舎
に
訪
ね
て
ゆ
く

と
き
、土
地
の
人
に
住
所
を
た
ず
ね
る
と
、「
あ
あ
、

あ
の
塔
の
あ
る
家
か
…
…
」と
い
う
言
葉
が
返
っ
て

く
る
。案
内
し
て
も
ら
う
と
、確
か
に
小
さ
い
が
記

念
塔
の
よ
う
な
も
の
が
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
彼

の
家
は
あ
る
。

そ
の
塔
は
藤
田
松
吉
が
四
十
年
間
続
け
た
遺
骨

収
集
で
集
め
た
約
八
百
体
の
遺
骨
を
お
さ
め
た
も

の
だ
と
い
う
。ま
る
で
竹
山
道
雄
の
童
話「
ビ
ル
マ

の
堅
琴
」の
水
島
上
等
兵
で
あ
る
。た
だ
し
、「
ビ
ル

マ
の
堅
琴
」に
描
か
れ
た
水
島
上
等
兵
の
所
属
す
る

中
隊
は
、隊
長
が
西
洋
音
楽
好
き
の
イ
ン
テ
リ
将
校

で
、い
つ
も
隊
員
み
ん
な
に
小
学
唱
歌
の
よ
う
な
歌

を
歌
わ
せ
て
い
る
と
い
う
不
思
議
な
軍
隊
だ
っ
た

が
、藤
田
松
吉
の
所
属
し
て
い
た
部
隊
は
と
ん
で
も

な
い
も
の
だ
っ
た
。

「
未
帰
還
兵
を
追
っ
て
」で
は
彼
は
、戦
争
中
に
自

分
が
や
っ
た
と
い
う
捕
虜
大
虐
殺
に
つ
い
て
話
し

て
い
た
。た
だ
、そ
の
人
数
が
あ
ま
り
に
多
い
の
で
、

ビ
ル
マ
で
は
そ
れ
ほ
ど
の
事
件
は
な
か
っ
た
は
ず

だ
と
思
っ
て
作
り
話
か
妄
想
の
よ
う
に
聞
い
て
い

た
の
だ
が
、こ
ん
ど
こ
の
映
画
で
語
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、そ
れ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
彼
の
部
隊

が
や
っ
た
こ
と
ら
し
い
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
華
僑

の
抵
抗
が
激
し
く
、日
本
軍
に
よ
る
中
国
系
人
た
ち

の
大
虐
殺
が
あ
っ
た
。

藤
田
松
吉
は
こ
う
言
う
。

「
あ
そ
こ
で
は
、殺
し
た
と
い
う
こ
と
は
、小
さ
い
、

こ
の
く
ら
い
の
子
供
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
ん
だ
よ
。

支
那
人
の
子
供
。殺
し
て
し
ま
っ
た
ん
だ
よ
。
…
…

あ
れ
は
支
那
人
の
子
供
よ
。支
那
人
の
子
供
と
か
、

か
か
あ
と
か
、な
ん
と
か
、全
部
殺
し
て
し
ま
っ
た

ん
じ
ゃ
。命
令
が
出
て
き
た
か
ら
殺
し
た
ん
だ
よ
。

女
も
子
供
も
。あ
れ
は
支
那
人
の
子
供
だ
け
じ
ゃ

よ
。支
那
人
。
…
…
良
か
っ
て
も
、悪
か
っ
て
も
、支

那
人
だ
っ
た
ら
全
部
殺
し
て
し
ま
え
と
、こ
う
命
令

が
出
る
ん
じ
ゃ
よ
。分
る
か
。こ
れ
は
い
い
か
ら
殺

し
て
お
け
、こ
れ
は
悪
い
か
ら
殺
し
て
お
け
と
は
違

う
ん
だ
。支
那
人
の
子
供
を
全
部
殺
し
て
し
ま
え
と

な
る
ん
だ
よ
」

藤
田
松
吉
の
言
葉
は
し
ば
し
ば
脈
絡
を
欠
く
し
、

そ
の
た
め
非
常
に
分
り
に
く
い
。矛
盾
す
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。し
か
し
強
烈
な
真
情
が
あ
ふ
れ
て
い

て
耳
を
そ
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。言
葉
が
分
り
に

く
い
の
は
長
年
日
本
語
を
使
わ
な
い
生
活
を
し
て

い
て
日
本
語
が
下
手
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
せ
い

も
あ
る
と
思
う
が
、他
の
未
帰
還
兵
の
人
た
ち
が
口

数
は
少
な
く
と
も
い
ち
お
う
き
ち
ん
と
し
た
日
本

語
を
話
す
の
に
比
較
す
る
と
、や
は
り
も
と
も
と
話

す
能
力
が
乏
し
い
人
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

柳
田
国
男
が
な
に
か
で
、昔
の
日
本
の
田
舎
の
人

た
ち
の
多
く
は
、生
涯
、何
語
と
ま
と
ま
っ
た
言
葉

を
言
う
こ
と
さ
え
な
か
っ
た
、と
書
い
て
い
た
と
記

憶
す
る
。村
の
生
活
で
は
そ
れ
以
上
話
す
必
要
も
な

か
っ
た
、と
言
わ
れ
る
と
、村
の
指
導
層
以
外
は
多

分
そ
う
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。藤
田
松

吉
自
身
は
馬
車
を
扱
っ
て
い
た
よ
う
で
、あ
ま
り
喋

る
必
要
も
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
彼
は
、ど
う
し
て
も
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
き
に
は
も
う
、胆
か
ら
し
ぼ
り
出
す
よ
う
な

映
像
文
化
と
は
な
に
か　
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声
で
、必
死
の
思
い
を
こ
め
る
よ
う
に
し
て
喋
る
。

彼
が
中
国
人
の
子
供
た
ち
の
大
虐
殺
に
つ
い
て

話
し
た
と
き
が
正
に
そ
う
で
、言
い
た
く
な
い
こ
と

を
言
う
必
死
の
思
い
が
口
調
に
も
異
様
な
響
き
を

も
た
ら
し
て
い
る
。こ
の
思
い
こ
そ
が
彼
の
戦
争
体

験
の
集
約
な
の
で
は
な
い
か
。

彼
は
監
督
か
ら
イ
ン
パ
ー
ル
の
敗
走
の
飢
餓
状

態
の
と
き
に
人
肉
を
食
べ
た
か
と
問
わ
れ
―
―「
自

分
が
苦
し
い
度
に
食
っ
た
ん
だ
よ
。…
…
分
る
か
？

苦
し
い
、苦
し
い
や
、自
分
の
心
が
苦
し
い
」
―
―

と
自
分
の
胸
を
抑
え
る
よ
う
に
し
て
本
当
に
あ
え

ぐ
よ
う
な
表
情
を
し
て
言
う
。

な
ん
と
も
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
の
乏
し
い
、言
葉
に

論
理
の
筋
を
通
す
能
力
の
乏
し
い
話
し
手
で
あ
る

が
、彼
が
い
ま
な
お
そ
の
こ
と
で
真
剣
に
苦
し
ん
で

い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

映
画
の
表
現
が
、既
成
の
芸
術
の
諸
ジ
ャ
ン
ル
に

較
べ
て
突
出
し
て
い
る
点
の
も
っ
と
も
重
要
な
こ

と
の
ひ
と
つ
は
、ま
さ
に
こ
の
、藤
田
松
吉
氏
の
よ

う
な
、自
分
の
言
葉
で
は
、自
分
の
立
場
で
は
、自
分

の
力
で
は
、そ
の
胸
の
内
に
あ
る
も
の
を
公
衆
に
表

現
で
き
る
と
は
思
え
な
い
下
積
み
の
庶
民
の
自
己

実
現
を
実
現
さ
せ
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

文
学
も
美
術
も
音
楽
も
演
劇
も
舞
踊
も
、古
く
か

ら
芸
術
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
表
現
形
式

は
、い
ず
れ
も
特
別
な
才
能
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
て

い
る
人
々
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
し
、人
並
み
か
そ
れ
以
下
と
い
う

評
価
し
か
得
ら
れ
な
い
者
は
表
現
者
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
は
難
し
い
。実
際
に
は
凡
庸
な
芸
術
家
は

少
な
く
な
い
け
れ
ど
も
、そ
れ
で
も
彼
が
芸
術
家
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
限
り
で
は
一
般
の
素
人

と
は
格
段
に
違
う
技
術
は
持
っ
て
い
て
当
り
前
だ

と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
芸
術
家
は
特
別
な
存
在
で
あ
り
、し

ば
し
ば
特
権
階
級
で
さ
え
も
あ
る
。す
な
わ
ち
、芸

術
家
に
よ
る
表
現
は
、そ
の
芸
術
家
が
傑
出
し
た
存

在
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、そ
の
表
現
の
内
容
は
、下

積
み
で
無
知
で
凡
庸
な
人
々
の
心
の
奥
に
あ
る
も

の
の
表
現
に
は
な
り
難
い
と
い
う
問
題
を
は
ら
ん

で
い
る
。

し
か
し
現
実
の
社
会
は
、下
積
み
で
無
知
で
凡
庸

な
多
数
の
心
の
動
き
に
よ
っ
て
こ
そ
支
え
ら
れ
、動

か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。い
や
、そ
う
い
う
人
々

は
実
際
に
は
、社
会
の
上
層
に
い
る
頭
も
良
く
て
有

能
な
少
数
の
人
々
に
操
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

と
考
え
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
で
な
い

と
は
言
わ
な
い
。そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
そ
う
い
う
特
権
的
な
少
数
者
も
、凡
庸
な

多
数
の
心
の
波
長
に
合
う
信
号
を
発
信
し
得
た
と

き
だ
け
そ
の
多
数
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。特
権
的
な
少
数
者
が
自
由
自
在
に
凡
庸
な
多

数
を
操
れ
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。む
し
ろ
凡
庸

な
多
数
こ
そ
が
彼
ら
と
波
長
の
合
う
特
権
的
な
少

数
者
を
選
ん
で
指
導
者
に
祭
り
あ
げ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

両
者
の
関
係
は
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い
て
、切

り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
村
昌
平
の「
未
帰
還
兵
を
追
っ
て
・
タ
イ
篇
」に

登
場
し
た
藤
田
松
吉
は
、彼
自
身
そ
う
言
っ
て
い
た

よ
う
に〈
陛
下
の
赤
子
〉そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、こ
う

い
う
兵
士
が〈
皇
軍
〉の
中
に
少
な
か
ら
ず
い
た
か

ら
こ
そ
、ア
ジ
ア
の
各
地
で
展
開
さ
れ
た
日
本
軍
の

残
虐
行
為
も
可
能
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
考
え
て
み
る
と
、こ
の
よ
う
な
人
々
の
本

当
の
姿
は
か
つ
て
芸
術
作
品
で
は
表
現
さ
れ
た
こ

と
が
な
い
こ
と
に
気
付
く
。戦
前
戦
中
に
は
日
本
軍

の
残
虐
行
為
を
は
じ
め
と
す
る
否
定
面
は
検
閲
に

よ
っ
て
表
現
を
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
し
、戦

後
、そ
れ
が
真
実
追
及
の
願
い
の
下
で
鋭
く
激
し
く

暴
露
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
も
、そ
こ
で
残
虐

な
る
皇
軍
兵
士
を
演
じ
演
出
し
て
い
た
の
は
お
お

む
ね
平
和
主
義
者
で
あ
る
。

と
き
に
は
軍
国
主
義
を
弁
明
し
擁
護
し
さ
え
す

る
表
現
者
も
い
る
が
、が
い
し
て
言
え
ば
か
つ
て
の

軍
国
主
義
の
言
い
分
と
心
情
を
そ
の
ま
ま
表
現
で

き
る
者
が
戦
後
に
芸
術
の
表
現
者
と
い
う
特
権
的

立
場
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。

だ
か
ら
こ
そ
私
は
、「
未
帰
還
兵
を
追
っ
て
・
タ
イ

篇
」で
、軍
国
主
義
時
代
の〈
皇
軍
〉の
兵
士
の
否
定

面
を
純
粋
に
保
存
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
藤

田
松
吉
の
出
現
に
戦
慄
し
た
の
で
あ
る
。

「
無
法
松
故
郷
に
帰
る
」で
も
彼
は
ま
だ
虐
殺
の
記

憶
に
ひ
た
っ
て
い
る
よ
う
な
言
葉
を
吐
く
が
、同
時

に
日
本
の
現
実
を
見
て
自
分
の
よ
う
な〈
赤
子
〉に

救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ
な
か
っ
た
天
皇
へ

の
疑
問
に
も
と
ら
え
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
。

あ
れ
か
ら
三
十
余
年
。「
花
と
兵
隊
」で
は
九
十
歳

に
な
っ
た
藤
田
松
吉
元
伍
長
は
昭
和
天
皇
の
写
真

を
見
な
が
ら
こ
う
言
う
。

「
…
…
み
ん
な（
ビ
ル
マ
と
か
の
）住
民
に
、す
ま
な

か
っ
た
と
、言
う
の
が
当
た
り
前
じ
ゃ
。
…
…
こ
れ

は
大
き
な
顔
を
し
て
い
る
。俺
は
天
皇
陛
下
だ
か
ら

と
。大
き
な
顔
を
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
」

相
当
な
変
化
で
あ
る
。そ
の
う
え
で
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
華
僑
の
子
供
た
ち
を
殺
し
た
こ
と
を
今
こ
そ

真
剣
に
苦
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

「
あ
れ
は
命
令
だ
。中
隊
、連
隊
の
命
令
。支
那
人
の

子
供
、一
人
も
残
す
な
と
。偉
い
人
の
命
令
だ
か
ら
。

自
分
の
中
で
は
、悪
い
と
は
思
っ
て
い
る
ん
だ
」

そ
し
て
言
う
。

「
こ
の
慰
霊
塔
を
作
っ
た
の
は
、自
分
が
悪
い
こ
と

を
し
た
と
、理
を
言
っ
て
作
っ
た
ん
だ
」

「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」の
水
島
上
等
兵
は
日
本
兵
の
遺

骨
の
蒐
収
の
た
め
に
ビ
ル
マ
に
残
っ
た
。藤
田
松
吉

は
日
本
兵
の
蒐
収
を
本
当
に
や
っ
て
慰
霊
塔
ま
で

作
っ
た
が
、じ
つ
は
そ
の
祈
り
の
心
の
も
と
に
あ
る

の
は
、戦
友
た
ち
の
た
め
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、

「
自
分
が
悪
い
こ
と
を
し
た
」と
い
う
虐
殺
の
罪
の

悔
恨
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。こ
の
人
は
そ
う

し
た
心
の
動
き
を
言
葉
で
整
理
し
説
明
す
る
こ
と

は
苦
手
で
あ
る
。し
か
し
本
当
に
悩
み
苦
し
ん
で
い

る
の
だ
。

こ
う
い
う
心
の
整
理
や
表
現
の
苦
手
な
人
は
自

分
か
ら
そ
れ
を
公
に
は
し
な
い
。言
葉
で
は
表
現
で

き
な
い
だ
け
で
な
く
絵
で
も
音
楽
で
も
表
現
は
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
表
情
や
言
葉
の
つ
か
い
方
、手
ぶ
り
、身

ぶ
り
は
、そ
れ
が
本
当
か
嘘
か
を
雄
弁
に
語
っ
て
お

り
、そ
れ
ら
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
の
で
き
る
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
け
が
そ
れ
を
表
現
と
し
て
公

の
場
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

芸
術
家
と
い
う
特
権
階
級
で
な
い
、普
通
の
人
の

苦
悩
が
こ
う
し
て
よ
う
や
く
公
に
表
現
さ
れ
る
の

で
あ
る
。軍
国
主
義
の
真
の
無
残
さ
と
、そ
こ
か
ら

の
脱
却
の
本
当
の
足
ど
り
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ

る
。そ
れ
は
感
動
的
で
あ
る
。

今
村
昌
平
が「
未
帰
還
兵
を
追
っ
て
」シ
リ
ー
ズ

を
作
っ
た
と
き
に
は
、彼
ら
が
な
ぜ
日
本
に
帰
ら
ず

現
地
に
と
ど
ま
っ
た
か
、と
い
う
こ
と
が
関
心
の
中

心
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。そ
こ
か
ら
彼
ら
な
ら
で
は

の
視
点
に
よ
る
日
本
の
社
会
や
国
家
に
対
す
る
批

判
を
導
き
出
そ
う
と
期
待
し
て
い
る
様
子
が
、彼
自

身
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
し
、

じ
っ
さ
い
そ
の
意
味
で
興
味
深
い
問
題
点
が
い
く

つ
も
出
て
く
る
。

実
際
に
は
敗
戦
の
混
乱
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、

帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
か
っ
た
場
合
が
多
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が「
花
と
兵
隊
」で
は
示
さ
れ
る
。

そ
の
か
わ
り
松
林
要
樹
監
督
は
、未
帰
還
兵
た
ち

と
そ
の
土
地
の
女
性
た
ち
と
の
ロ
マ
ン
ス
に
重
要

を
お
き
、そ
の
こ
と
を
つ
う
じ
て
彼
ら
が
そ
の
土
地

に
と
け
込
ん
で
ゆ
け
た
こ
と
に
着
目
し
て
、や
さ
し

い
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
を
い
く
つ
も
見
出
し
て
も
い

る
。三

十
余
年
の
年
月
を
へ
て
モ
チ
ー
フ
も
微
妙
に

変
化
し
て
い
る
が
、こ
れ
は
今
村
昌
平
の
提
出
し
た

主
題
の
発
展
と
し
て
理
解
し
て
、両
作
を
一
連
の
連

作
と
し
て
見
る
と
い
っ
そ
う
興
味
深
い
。こ
う
し
て

主
題
が
深
ま
る
の
が
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
な
ら
で

は
の
面
白
さ
な
の
で
あ
る
。

——企画の経緯を教えてください。
　
　企画書を書いたのは2005年です。そ
の頃僕は、フリーでアフガニスタンや
インドネシアなどを取材している映像
ジャーナリストのアシスタントをして
いたのですが、そろそろ自分で企画を
立てて番組を作らないと生活していけ
ない。でも、実績もないので取材費を
出してくれる企業もない。そんな迷っ
ている時に、日本映画学校時代の講師
だった安岡卓治プロデューサーに「イ
ンドネシアの残留日本兵を取りあげて
みては？」とアドバイスを頂いたんで
す。実は僕、日本映画学校に入学してす
ぐに今村昌平監督のテレビドキュメン
タリー「未帰還兵」シリーズや「からゆ
きさん」を観て衝撃を受けたんです。調
査した結果、「未帰還兵」シリーズに出
演していた坂井勇さん、中野弥一郎さ
ん、藤田松吉さんの３名はご存命でし
た。幸い、企業ＰＲビデオ製作の仕事で
まとまったお金が出来たので、すぐに
タイに飛びました

——出演交渉はスムーズに出来ました？

　藤田松吉さん以外は比較的スムーズ
に（苦笑）

——藤田さんは、故郷・長崎に一時帰国す
る一部始終を追った「無法松故郷に帰る」
で強烈な印象を残した方ですが、その後も
今村監督と連絡を取っていたのでしょう
か？

　僕が藤田さんからお聴きした話で
は、一度日本に帰ったときの写真が送
られて来たそうです。今村監督が亡く

なった事を伝えると、「お前がどこの誰
であろうとかまわないから、俺のかわ
りに線香をあげて来い」と言われまし
た。

——今、新たに未帰還兵を追うにあたり、
何を主題にしようと考えたのでしょう
か？

　母ちゃんとの話、彼らの奥さんとの
話です。彼らが現地に残ったきっかけ
は敗戦だと思うんです。でも、残り続
けた理由のひとつは家族ではないか？
と。72年にグアムから帰国した横井
庄一さんも、74年にフィリピンから帰
国した小野田寛郎さんも家族を持た
なかったから、帰る場所は日本しかな
かったはずです。未帰還兵を題材にし
た映画や書籍は数あれど、そこに言及
している人がいなかったので、やって
みようと思ったんです。僕が若かった
からでしょうが、坂井さんや藤田さん
は、家に泊めてくれて孫のように接し
てくださいました。一緒に暮らしなが
ら彼らの生活を取材し、話を聞くこと
ができました。未帰還兵という題材を
スキャンダラスに扱うのではなく、彼
らがこれまでどういう思いで暮らして
きたのか？いまなにを考えているの
か？それを記録したいと思ったんで
す。

——タイトルの意味は？

　“兵隊”はもちろん元日本兵たちで
す。そして“花”は、彼らにとって華々し
い存在である妻たちの事を指していま
すが、それだけではありません。映画の
中には、蓮の花をはじめ様々な花が出
てきます。それぞれに意味があります
から、そこは楽しんで観てもらいたい
です。

——しかし、彼らの結婚に至る経緯を聞く
と、中野弥一郎夫人のマ・オンジさんのよ
うに周囲に勧められて結婚したなど、決し
て恋愛で結ばれた関係ではありませんね。

　インタビューでは、そう答えていま
すが、マ・オンジさんの表情を見ている
と、ホントにそうなの？と、つい思って
しまいます（笑）。たしかに、彼らが技術
を持っていたことが大きかったのだと
思います。衛生兵だった中野さんなん
て、村医者よりも確実に技術も知識も
あったでしょう。その土地に、必要な人
材だったのだと思います。

——藤田さんにインタビューするシーン
では、「今の日本は戦争に負けた国だとは
思ってらっしゃらない？」という質問をぶ
つけて、「負けたとか勝ったとか写真（映画
に）撮ってもダメだ。これで止めるよ」と叱
責されています。そのシーンをあえて残し
てますね。

　そうなんです。あそこはカメラを2台
回して自分の姿も撮りました。藤田さ
んは僕の挑発にノってくれるんです。
さすがに無法松は健在でしたね。藤田
さんには最初は取材を断られたんで
す。何度も通って、日本茶を持っていっ
たり、慰霊塔を掃除したりして、ようや
く話をしてもらえるようになりまし
た。

——監督は30歳と戦争を知らない世代で
す。なぜ、戦争に興味を持ったのでしょう
か？

　1999年から、東南アジア、インド、ア
フガニスタンを１年近く廻った経験が
大きかったですね。バックパッカーと
いうと少しは聞こえがいいけれど、い
わゆるアジアへの貧乏旅行（苦笑）。ア
ジアの国々を旅すると、僕が日本人だ
というだけで敵意をもたれたり、反対
に尊敬されたりすることがありまし
た。それは何故か？ かつて日本人はそ
れらの国々で何をしてきたのか？ そん
な疑問を持ちました。 若いから甘すぎ
ると言われるかもしれませんが、実際
に自分の目で現場を確かめたかった。
そして、そこで暮らす人たちのことを
もっと知りたいと思ったんです。
 カンボジアに滞在したのは、ポルポト
が死去したちょうど１年後でした。市
街からパン！パン！という音が聞こえ
てくるんです。はじめは、華僑が何かを
祝う爆竹の音だと思いました。でも、そ
れは銃声だったんです。ただ、そんな街
でも子供たちの目が輝いていた。人っ
て、経済的に豊かであることが、必ず
しも豊かじゃないんだと実感しまし
た。そして、01年にビルマ戦線ってど
んな場所だったのだろうと思い、ミャ
ンマーに行った時の事です。北方のシ
ポーという町で映画館に入ったら、上
映の前に日章旗と共に愛国行進曲が流
れていたこともありました。東南アジ
アを旅すると、日本軍が残したものが
いまでも至るところに残っています。

聞き手：中山治美（映画ジャーナリスト）

松林要樹監督 ●  インタビュー
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監督・撮影・編集

松林要樹（まつばやし・ようじゅ）
1979年福岡県生まれ。2004年、日本映画学校卒業。卒
業制作として『拝啓人間様』を監督・編集。05年、アフガ
ニスタン、インドネシア、アチェなどの映像取材に従事。フ
ジテレビ「ニュースJAPAN」にてアフガニスタン選挙取材
が4回特集放送される。05年より、バンコクを拠点にテレ
ビ番組の取材と並行して、インドネシア、タイ・ミャンマー国
境付近にいる未帰還兵の取材に取り組む。

編集

辻井　潔（つじい・きよし）

1979年東京都生まれ。日本映画学校2年で、重度の障
がいを持つ弟を主人公にしたドキュメンタリー作品『国
分寺リズムボーイ』を撮影・編集・監督。2004年、日本
映画学校卒業。卒業制作として『拝啓人間様』を撮影。
卒業後、『Little Birds －イラク 戦火の家族たち－』（05/

綿井健陽監督）、『ガーダ パレスチナの詩』（06/古居
みずえ監督）の編集助手を経て、『パレスチナ1948・
NAKBA』（08/広河隆一監督）を共同編集。

プロデューサー

安岡卓治（やすおか・たかはる）
1954年東京都生まれ。77年、大学在学中より、『沖縄の
ハルモニ－証言・従軍慰安婦－』（山谷哲夫監督）の助
監督・撮影・編集を担当。原一男監督作品『ゆきゆきて、
神軍』（87）に助監督として参加。『追悼のざわめき』（89/

松井良彦監督）を製作。以後、『部屋　THE ROOM』
（93/園子温監督）、『由美香』（97/平野勝之監督）、
『流れ者図鑑』（98/同）、『白̶THE WHITE』（99/

同）をプロデュース。そして、地下鉄サリン事件以後のオウ
ム信者を追った森達也監督のドキュメンタリー映画『Ａ』
（98）、『Ａ２』（01）では、製作・撮影・編集を務める。近年
は、『Little Birds －イラク 戦火の家族たち－』、『ガーダ 

‐パレスチナの詩‐』を製作。08年、『パレスチナ1948・
NAKBA』を編集。

松林要樹

辻井　潔

津嘉田 泰三

成瀬　慧

安岡卓治

井上朝義、毎日新聞社、近現代フォトライブラリー

タイ語／秋庭孝之、北タイ語／関口輝比古、ビルマ語／ウィン・ダン

松下希和、久保陽子

井上朝義、山本哲朗、宮原仁三、高須茂男、中村常五郎、谷口巳三郎
住田勲、日高富士夫、日高百合絵、田村仁、Phormpatsorn Sakai、Cherdchay Chomtawat

蓮尾佳典、浜口文幸、Mai Kyaw Oo、スミタ・カルチャーセンター＆プロダクション、在日ビルマ連邦少数民族協議会

千野壮太郎、中村直樹、貞苅俊行、永瀬隆、木田敏男、花崎耕作、田中紀生、柴田直治
中島大成、平工智浩、湯沢康介、住田千鶴子、牧梶郎、藤田康雄、鈴木大介、柳原敏夫

白井雅之、小田総一郎

浜口文幸、塩崎登史子、大澤一生、佐野亨、今井友樹、直井佑樹

記録映画｢未帰還兵｣製作委員会

安岡フィルムズ

東風、KAWASAKIアーツ

2009/106min/DVCAM/日本語･ビルマ語・タイ語他

©2009 Yojyu Matsubayashi

監督・撮影・編集

編集

音楽
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配給

配給協力

7月、シアター・イメージフォーラムにてロードショー
川崎市アートセンター（神奈川）、第七藝術劇場（大阪）、名古屋シネマテーク（名古屋） 
ほか全国順次公開　

www.hanatoheitai.jp
公式ホームページ

配給・宣伝に関するお問い合わせ

合同会社 東風
tel.03（5389）6605  fax.03（3369）8228
〒164・0011 東京都中野区中央3・13・10  3F
配給担当 ： 木下　kinoshita@tongpoo-films.jp
宣伝担当 ： 渡辺　watanabe@tongpoo-films.jp　
　　　　　          090・4123・7191　山本、向坪


